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農地の利用意向に関するアンケート調査結果 

 
1. 調査対象 

令和７年１月１日時点で、市街化区域内に 500 平方メートル以上の農地を所有さ
れている市民 1703 人 

 

2. 調査方法 

郵送配布による郵送回収・インターネット回答併用方式 

 

3. 調査期間 

令和 8年 2月 10 日（火）から 2月 27 日（金） 

 
4. 回収結果 

発送数：1,703 件 

回収数：1,095 件（回収率 64.3％） 

 
◎注意事項 
複数回答が可能な質問があるため、回答の合計が調査数を上回ることがあります。 
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設問 01  
あなたの年齢を教えてください。 
 
Q01 人数（人） 構成比（％） 

29 歳以下 0 0.0 

30 歳代 4 0.4 

40 歳代 25 2.3 

50 歳代 59 5.4 

60 歳代 276 25.2 

70 歳以上 717 65.4 

未回答 14 1.3 
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設問01 あなたの年齢を教えてください。

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

未回答



3 

設問 02  
あなたの家の農家のタイプは、次のうちどれですか。 
 
Q02 人数（人） 構成比（％） 
専業農家（農業収入のみ） 56 5.1 
第１種兼業農家（農業収入が農業以外の収入よりも多い） 22 2.0 
第２種兼業農家（農業以外の収入が農業収入よりも多い） 276 25.2 
自給的農家（農産物販売による収入が 50 万円未満） 245 22.4 
上記以外（非農家を含む） 475 43.4 
未回答 21 1.9 
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未回答, 1.9%

設問02 あなたの家の農家のタイプは、次のう

ちどれですか。

専業農家（農業収入のみ）

第１種兼業農家（農業収入が農業

以外の収入よりも多い）

第２種兼業農家（農業以外の収入

が農業収入よりも多い）

自給的農家（農産物販売による収

入が50万円未満）

上記以外（非農家を含む）

未回答
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設問 03  
あなたの家における農業後継者の状況は、次のうちどれですか。 
 
Q03 人数（人） 構成比（％） 
農業後継者がいる 97 8.9 
いずれ農業を継いでくれそうな農業後継者がいる 182 16.6 
農業後継者はいない 670 61.2 
上記以外 123 11.2 
未回答 23 2.1 

 

 
 

農業後継者がいる, 
8.9%
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者がいる, 16.6%
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設問03 あなたの家における農業後継者の状況

は、次のうちどれですか。

農業後継者がいる

いずれ農業を継いでくれそうな農

業後継者がいる

農業後継者はいない

上記以外

未回答
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設問 04  
あなたの所有する市街化区域内の農地について、所在する地区名であてはまるものを選んでくだ

さい。 
（複数箇所所有の場合は、該当する地区をすべて選んでください。） 
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設問 05  
あなたは、合計でどのくらいの市街化区域内の農地を所有していますか。 
 

Q05 人数（人） 構成比（％） 

500 ㎡未満 140 12.8 
500〜1,000 ㎡未満 262 23.9 
1,000〜2,000 ㎡未満 235 21.5 
2,000〜3,000 ㎡未満 125 11.4 
3,000 ㎡以上 128 11.7 
わからない 179 16.3 
未回答 26 2.4 

 

 
 

500㎡未満, 
12.8%

500～1,000㎡未満, 
23.9%

1,000～2,000㎡未満, 
21.5%

2,000～3,000㎡未満, 
11.4%

3,000㎡以上, 
11.7%

わからない, 16.3%

未回答, 2.4%

設問05 あなたは、合計でどのくらいの市

街化区域内の農地を所有していますか。

500㎡未満

500～1,000㎡未満

1,000～2,000㎡未満

2,000～3,000㎡未満

3,000㎡以上

わからない

未回答
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設問 06  
あなたの所有する市街化区域内の農地は、現在、どのように活用していますか。 
 
 

 
 
 

2.6%，28人

2.1%，23人

13.5%，148人

13.7%，150人

68.1%，746人

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未回答

宅地や駐車場、太陽光発電設備など、農地以外として利用している

耕作放棄地になっている（過去1年以上、耕作されていない）

他人（農業者など）に貸して耕作してもらっている

主に自分（家族）で耕作している
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設問 07  
あなたの所有する市街化区域内の農地について、10 年後にはどのような状況になっていると思わ

れますか。 
 
 

 
 

4.0%，44人

2.8%，31人

2.9%，32人

6.8%，74人

9.7%，106人

11.4%，125人

29.5%，323人

32.9%，360人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

未回答

自宅や子どもの分家住宅など新築・増改築するため転用している

宅地に転用して賃貸している

農地のまま売却している

宅地に転用して他者に売却している

耕作せず放置せざるを得ない

農地として利用しないが用途は不明

農地として利用している
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設問 08  
10 年後には、農地として利用しないと思われた主な理由は何ですか。 あてはまるものをすべて

選んでください。 
 
 

 

3.1%，37人

2.3%，28人

3.6%，43人

4.3%，51人

7.8%，93人

8.3%，100人

16.0%，192人

19.3%，232人

35.3%，424人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

未回答

その他

自宅や分家住宅などの新築、増築のための用地として利用が想定されるため

農業収入よりもアパートや駐車場経営からの収入が期待できるため

土地の売却収入を得たいため

農地を借りてくれる農家等がいないため

周囲が宅地化するなど農業を行いづらい環境となっているため

固定資産税が負担となるため

自分で農業が続けられず後継者もいないため
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設問 09  
あなたは、市街化区域内の農地の保全と開発について、どのようにお考えですか。富士市全体の都市

づくりの方向性として、あなたのお考えに最も近いものを選んでください。 
 
 

 
 

5.7%，62人

15.7%，172人

5.8%，64人

15.3%，168人

28.0％，306人

29.5%，323人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

未回答

わからない

市街化区域内の農地は宅地化を進めるべきで、農地は保全しなくてもよい

市街化区域内であっても、農地を積極的に保全すべき

市街化区域内であっても、ある程度は農地を保全すべき

市街化区域内の農地を宅地化するか保全するかは、所有者に任せればよい


